
難翁
灘鰐

叢

.

論

叢

所
得
税
の
弱
鮎

…

肚

會
的
法

的
経
済
學

の
考
察

・

利
潤
の
輕
濟
的

及
び
道

徳
的
性
質

・

農

業
労
働
問

題

・

時
.

恐
柵

地
方
税
の
整
理
を
論
ず

一説

苑

家

計

論

の
地

位

に
就

て

・

井

リ

ヤ

ム

・
タ

ム

ス

ン
の
分

配

論

・

難
}

銭

糧
逸
馴
罰
聯
合
國
の
封
掲
経
済
政
策

世
界
職
票
と
伯
林
の
人
口

.

渋
墨
博
士

文
學
博
士

渋
墨
博
士

渋
墨
博
士

聯

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

田

島

錦

治

河

田

嗣

郎

渋
墨
博
士

小

川

郷

太

郎

法

學

士

作

田

荘

一

経
済
學
土

掘

脛

夫

法
學
士

小

島

昌

太

郎

渋
墨
士

汐

見

三

郎

:L
E

鈷一



「
}■

ホ

世
界
戦
争
と
伯
林
の
人
口

汐

見

三

郎

一

最
近
、
伯
林
市
の
統
計
局
は

「
千
九
百
二
十
年
に

於
け
る
伯
林
人
口
動
態
概
況
」

ε
題
す

る
公
刊
物
を
獲

表
し
π
。
本
書
は
、
表
題
だ
け
見
れ
ば
、
千
九
百
二
十

年
の

一
報
告
に
過
ぎ
な

い
様
だ
が
、
實
は
戦
前

に
遡
り

1圭erlin5Beいblkc[・ungsbewegunginandnachdo[11、Veltkriege

f〔lrNatiollaldkoDo111士eundstati$tilく,30.Juni[9'一1,s・530.一532,

(Jalulb{icher



.

千
九
百
十
三
年
よ
り
千
九
百

二
十
年

に
至
る
迄
の
統
計

数
字
を
蒐
集
せ
る
、
立
涙
な
研
究
で
あ
る
。
価麹
週
の
首

府
伯
林
に
於
け
る
人
口
が
畠
世
界
戦
争
砂
爲
め
如
何
な

」

る
影
響
を
受
け
た
か
を
研
究
す
る
に
は
、
叉
ご
得
難
い

好
材
料
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。

.

以
下
、
婚
姻
、
出
生
死
亡
、
死
亡
原
因
の
各
項

に
分

ち
、
簡
軍
な
る
紹
介
を
試
み
る
。

へ

し

カ

ロ

リ

カ

ヤ

も

あ

ヤ

ニ

先

づ
婚
姻

よ
り
始

め
よ
う
、
蓋

し
、
婚
姻

は
健

至

な

る
家
庭
生
活
肚
會
生

活
の
基
調

を
な
す

も

の
で
あ

る

か
ら
、
第
二

に
論
ず

る
必
要

が
あ
る
Q

も

も

千
九
百
二
十
年
に
結
婚
を
届
出
で
た
夫
婦
の
敷
は
、

二
八
、
三
六
九
組
で
あ
る
、
千
九
百
十
九
年
の
二
八
、

三
入
三
組

ε
略
々
匹
敵
し
て
み
る
。
千
九
百
十
三
年
の
.

二

一
、

一
九
四
、
戦
争

の
最
初
の
年
千
九
百
十
四
年
の

二
二
、
七
〇
二
に
比
較
す

る

ご
、
大
し
た
相
違

で

め

る
、
か
の
千
九
百
十
⊥
ハ
年
の

=
二
、
九
六
七
の
如
き
は
、

云
は
す
も
が
な
で
あ
る
⑩
結
婚
敷
の
此
大
波
は
、
決
し

て
永
続
的

の
も
の
で
な
く
久
し
か
ら
す
し
て
停
止
す
る

だ
ら
う
が
、
そ
れ

に
し
て
も
住
宅
難
の
聲
失
業
の
叫

の

喧
し
き
折
柄
結
婚
敷
激
増
の
此
事
實
あ
る
を
見
れ
ば
、

離
.
録
.

世
界
戦
争
定
伯
林
の
八
口

一
大

に
考

へ
さ
せ
ら

れ
ざ

る
を
得
な

い
、

こ
れ
世
界
戦
争

の
齎

せ
る
肚

會

の
謎

の

一
に
敷

ふ

べ
き
で
あ

る
。

ヤ

も

へ

も

ヵ

ヘ

へ

一
吉
口注
意
し
て
置
き
た
い
の
は
、
此
結
婚
敷
の
増
加

ミ

　

リ

や

し

モ

も

ヘ

へ

も

ち

い

ヘ

マ

ら

へ

ゆ

も

に
雁
行
し
て
離
婚
藪
の
増
し
て
行
く
事
で
あ
る
。
近
頃

の
結
婚
が
如
何

起
輕
卒

の
問

に
取
運
ば
れ
る
か
は
、
是

に
よ

っ
て
も
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

し

も

セ

あ

カ

　

ら

　

ロ

　

つ

へ

三

次

に
出
生

死
亡
の
問
題

に
移

る
。.

た

あ

カ

な

　

セ

む

ヘ

カ

ヤ

も

も

の

ら

し

も

伯
林
に
於
け
る
千
九
百
二
十
年
の
生
産
.敷
は
、
三
三
、

四
六
九
人
ご
云
ふ
多
数
を
示
し
て
み
る
。
千
九
百
十
九

年
の
生
産
敷
は
二
七
、
八
二
九
人
、
千
九
百
十
八
年
に

は
二
〇
、
二
二
八
人
、
千
九
百
士
六
年
に
は
二
二
、
七

〇
八
人
、
千
九
百
十
五
年
に
は
三
〇
、
九
九
三
人
、
千

九
百
+
四
年
に
は
三
七
、
四
九
三
人
、
千
九
百
十
三
年

に
は
四
〇
、
八
三
三
人
の
藪

に
上
る
。
最
小
限
は
千
九

百
十
七
年
で
あ

っ
て
、
僅

か

一
八
、
七
二
五
人
の
出
生

者
あ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
π
。

更
に
伯
林
市
民
の
死
亡
敷

〔
死
産
数
及
び
戦

死
敷
を

も

い

し

セ

ヘ

モ

除
く

)
を
計
算
す

る
ε
、
千
九

百
二
十

年

に
は

三
〇
、

,九

八

二
人

に
上

っ
て
み

る
。
千
九
百
十
九

年

に
三

一
、

三
〇
七

沸
千
九
百
十
入
年

に
三
五

、
七
六

四
、
千
九
百

鶴
川十

=
一廉
脳

(第

四
聴
蜘

一
車八
三

)

山ハ
[
三



∫

昌

難
燃
銀

世
界
職
争
こ
伯
林

の
人
口

、

十
七
年

に
三
四
、

一
三
八
、
千
九
百
十
六
年
に
二
七
、

.

一
四
七
、
千
九
百
十
五
年
に
二
八
、
五
七
二
、
千
九
百

十
四
年
に
二
九
、⊥
ハ
六
四
.
千
九
百
十
三
年
に
は
　
一八
、

〇
六
七
を
赤
心
て
る
る
。
是
で
見
る
ご
、
千
九
百
十
八

.

年
に
死
亡
数
が
最
高
に
達
し
た
の
で
あ

っ
て
、
比
年
に

戦
争
が
終
熄
す

る
に
至
b
し
理
由
及
び
革
命
が
何
故

に

勃
獲
せ
し
か
の
事
情
は
、
厳
学
的

に
賞
讃
せ
ら

る
＼
の

で
あ
る
Q

も

も

へ

し

マ

ヘ

ヘ

ヤ

カ

ヤ

も

　

へ

最
も
重
要
な
る
は
、
出
生

ご
死
亡
ざ
の
比
較
で
あ
る
。

伯
林
で
は
千
九
百
十
⊥ハ
年
に
已
に
四
、
四
一、一九

の
死
虚

超
過
を
示
し
千
九
百
十
七
年

に
は

一
五
、
四

「
三

に
、

千
九
百
十
八
年
に
は

「
五
、
五
三
六

に
上

っ
た
、
猫
逸

が
、
大
陸
封
鎖
の
結
果
た
る
困
苦
缺
乏
に
屈
服
せ
ざ
る

を
得
な
か
つ
だ
の
は
、
全
く
是
が
覚
め
で
あ
る
。
世
界

職
事

ε
云
ふ
様
な
大
規
模
の
戦
争
で
は
、
軍
人
の
藪
よ

b
も
寧
ろ

「
般
国
民
の
人
口
が
重
要

の
地
位
を
占

め
、

從

っ
て
其
増
減
は
決
し
て
無
観
す
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
然
る
に
猫
逸
に
於
て
ぽ
、
千
九
百
十
ノ七
年
以
來

一

般
人
口
の
死
亡
超
過
な
る
宿
命
的
現
象
が
全
市
國
を
襲

つ
セ
の
で
あ
る
。
大
都
市
・に
於
て
は
己
に
千
九
百
十
山
ハ

第

十

一二
巻

(第
而閂
號

一
⊥八
四
H
}

⊥ハ
「
四

年

に
現
は
れ
た
が
、
其
後
中
都
市

に
も
小
都
會
に
も
同

様

の
現
象
を
呈
し
、
遂
に
帝
國
全
部
に
わ
た
り
死
亡
超

過
の
事
實
を
見

る
に
至
っ
た
。
其
後
伯
林

に
於
て
は
、

千
九
百
+
九
年

に
死
亡
超
過
は
三
、
四
七
八
に
下
り
、

千
九
百
二
+
年
に
入
り
て
は
、
返

っ
て
二
、
四
八
七
の

出
生
超
過
ε
云
ふ
反
謝
現
象
を
呈
し
た
の
で
あ
る
Q

コ

モ

た

ヤ

も

マ

然
し
見
逃
し
て
は
な
ら
海
事
實
は
、
千
九
百
二
†
年

ヤ

も

カ

ヘ

へ

あ

ゆ

ヤ

リ

も

カ

ヤ

　

へ

も

ヘ

ヵ

へ

も

マ

も

の
出
生
超
過
も
男
子
に
於
て
の
み
見
ら
る
＼
現
象
で
あ

へ

ろ

ト

　

ヘ

へ

っ

や

お

も

し

も

モ

カ

へ

も

も

う

や

っ
て
、
女
子
は
返

っ
て
花
白
超
過
で
あ
る
事
で
あ
る
。
.

か
.の
こ
、
四
八
七

の
出
生
超
過
も
、
實
は
女
子
の
死
亡

超
過

【
九
四
ε
男
子
の
出
生
超
過
二
、
大
入

一
よ
b
出

來
た
数
字
な
.の
で
あ
る
。
こ
れ
千
九
百
二
十
年
の
み
に

ピ

へ

止
ま
ら
す
、
千
九
百
十
九
年
及
び
其
以
前
に
於
て
も
、
.

同
様
で
あ

る
、
蓋
し
女
子
は
、
鱗
養
上
経
済
上
、
男
子

.

よ
り
も
遙

か
に
劣
等
の
地
位
に
置

か
れ
、
梢
も
す
れ
ば

流
行
性
感
胃
.
結
核
の
危
険
に
暴

さ

れ
π
か
ら

で

あ

.

る
。
勿
論
男
子
は
、
戦
時
中
は
戦
場
に
召
集
せ
ら
れ
、

戦
後
も
俘
虜
戦
死
者
多
ぐ
、
從

っ
て
本
圃
に
て
は
女
子

特

に
成
年
女
子

が

絶
数
多
撒
を
占
め
て
み
た

で

あ
ら

・

う
、
然
し
連
年
の
女
子
死
亡
超
過
を
以
て
、
凡
て
成
年



亀

女
子
超
過

の
結
果
な
b

ε
説
明
す
る
の
は
、
到
底
不
自

然
な
る
を
免
れ
な

い
の
で
あ
る
。

つ

セ

マ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

あ

ヘ

ヘ

カ

へ

ぬ

も

も

四

死
亡
原
因
を
乳
児

の
死
、
老
人
の
死
、
不
慮
の
死

も

あ

し

も

や

あ

ヘ

ヤ

へ

の
三

に
分
ち
調
.べ
よ
う
。

夏
期
の
高
温
な
り
し
千
九
百
十
四
年

ε
千
九
百
十
七

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

み

へ

も

り

ヤ

ヘ

ヘ

へ

り

年

ざ
を
除
け
ば
、
乳
児
死
亡
率
は
大
鷹
順
調
に
千
九
百

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

十
九

年
迄
進

ん
で
打

つ
π
、
尤
も
出

生
率

の
減

少

の
影

響

を
受
け

π
事
は
云
ふ
迄
も
な

い
。
伯

林

に
於

て
満

一

歳

以
下

で
死

亡
せ
し
幼
児

の
敷

は
、
生
産

敷

一
、
○
○

○
に
饗
し

、
千
九

百
十
三

年

に

=
二
七
・
三
、
千
九

百

十
四
年
は

一
五
六
・
○

、
千
九

百
+

五
年

に
は

一
四

〇

.

七
、
千
九

百
十

六
年

に
は

=

一八

・二
、
千
九
百
十
七

年

に
ば

一
五
七

∴

、
千
九

百
十

八
年

に
は

一
四

一
.四

千
・九
百
十

九
「年
年

に
は

こ

二
一
・山
ハ
、
千
九
百

二
十
年

に
は

】
五

七

・七
で

あ

る
。

以
上
は
普
通

の
調
査
方

法

に
よ

る
乳

兇
死
白
韲

で
あ

る
が
、
更

に
正
確

な
る
方

法
.

に
基

き
手
丸
百
十
三
年

乃
至
千
九
百
十
九
年

の
乳
児

死

亡
率

を
算

定
す

る
・し
、
数
字

は

=
二
五
・
七
、
.
一
五

二

.

五
、、
一
三

一
・
七
、

=

九

・
○
、

一
四

七
・
八
、

一
四

七

・四

、

一
五

三

・五

ε
な

る
。
千
九

百
十
七
年

の
敏
字

`

雑

録

世
界
戦
争

ご
伯
林
の
人
口

の
人
な
る
は
.
夏
期

の
高
温
な
る
に
も
よ
る
が
、
か
の

封
鎖
が
漸
く
威
力
を
獲
獅
し
女
親
ご
幼
き
者
を
苦
し
む

る
に
至
り
し
事
實
を
謹
明
し
て
み
る
。
千
九
百
十
九
年

の
数
字
が
、
調
査
方
法
の
如
何
に
よ
り
、
人
な
る
不
同

あ
る
は
、
復
員
前
後
の
出
生
撒
の
極
め
て
不
定
な
る
を

示
し
て
み
る
。

マ

も

ヘ

ヤ

つ

り

ヘ

ロ

も

も

も

ロ

ヤ

も

へ

も

カ

も

や

封
鎖
に
続
け
る
飢
饉
の
短
め
、
老
人
の
多
撒
は
共
生

へ

へ

も

モ

ヘ

ェ

も

み

や

命
を
失

っ
た
の
で
あ

る
。
七
十
歳
乃
至
八
十
歳
の
人
の

伯
林
に
て
死
せ
し
撒
は
、
千
九
百
十
四
年
に
三
、
⊥
八
九

.

九
人
で
む
つ
た
が
、
千
九
百
十
七
年
に
は
六
、
一
六
〇
に

上
り
、
其
後
千
九
百
十
八
年

に
は
五
、
〇
五
五
、
千
九

百
十
九
年

に
は
四
、
五
五
八
、
而
し
て
千
九
百
二
十
年

に
は
四
、
二
〇
五
ε
云
ふ
有
様
で
あ
る
。
八
+
歳
以
上

の
老
入
は
、
千
九
百
十
七
年
に
殆
ん
ご
死

ん
で
.仕
舞

っ

た
の
で
あ
る
。
此
場
合

に
も
女
子
の
死
亡
の
多
か
り
し
,

事
ぽ
別
に
説
明
す

る
迄
も
な

い
、
こ
れ

一
は
老
人
に
は

.

女
子
が
多

い
爲

め
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
㌧
て
も
女
子

の
死
亡
は
飲
り
に
高
率
に
上
り
渦
ぎ
て
み
る
μ

街
其
他
種
々
の
死
亡
原
因

を

撒

へ
る
事

が

出
家
る

モ

マ

も

リ

マ

も

ロ

へ

る

マ

マ

ロ

一
が
、
凡
て
を
毒

し
、
警

緊

慮
の
死
だ
け
藁

げ

第
十
三
巻

(
第
四
號

=
八
五
)

六

一
五
、

卍P

..凡



.

,

雑

銀

世
界
戦
箏
ご
伯
林

の
人
口

も

ヤ

コ

セ

コ

ら

ヤ

で

も

も

も

も

エ

も

し

も

も

も

も

　

て
置
く
、
自
殺
の
含
ま
れ
て
み
る
事
は
勿
論
で
あ

イ
。

不
慮
の
死

の
最
高
は
千
九
百
十
九
年
の
二
.
六
九
四
で

あ
っ
て
、
其
中
丸

↓
三
に
は
自
殺
の
届
出
が
あ
る
、
千

九
百
二
+
年
に
は

…
、
八
四
〇
、
其
中
ん
六
三
が
自
殺

で
あ

っ
た
。
千
九
百
十
九
年
の

「
月

ご
三
月
ε
の
伯
林

の
騒
齪
で
は
、
實

に
五
九
二
人
の
男
子
ご

「
一
　
人
の

女
子

の
生
命
を
犠
牲
に
し
た
、
千
九
百
二
十
年
に
は
、

全
様

に
し
て
男
子

一
〇
七
人
女
子
九
入
が
倒
れ
た
。

五

験
翁
⑳
愈

鯉
但
脚
奪

竣

礫
僻
ゼ
奪

献
じ

も

も

ヘ

カ

ロ

ぬ

る

カ

ヤ

て
第
三

條
件
も
金
な
り

ε
は
、
多

く

の
革
巻

の
唱

ふ
る

所

で
あ

っ
た
、
世

界
戦

争

に
際

し

て
も
、
勿
論

か
く
信

じ

て
み
た
の
で
あ

る
。
然

る
に
凋
逸

は
豆
類
の
戦

費
を

使
用

し

ω
で
臼蕗
蕾
二
塔
中

の
金

が
心
細

く
な

れ
る
に
拘
ら

す

、
勇
敢

に
職

つ
た
。

何

の
爲

め
だ
ら

う
。
戦

前

よ
り

蓄
積

せ
し
物
資
、
戦
時

に
節

約

せ
る
食
糧

に
急
場

を
凌

り

も

ロ

い

ね

ロ

ロ

も

ヘ

へ

い
だ
の
で
あ

る
。
藪

に
、
第

一
修
件

に
貨
物
を
撒

へ
、

あ

サ

で

へ

も

　

へ

　

サ

リ

も

　

も

ぬ

ロ

金
は
第
二
僚
件
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

一
塞
・に
勝
販
を

決
す

べ
き
戦
は
遂
に
持
久
戦
ξ
な
り
、
封
鎖
久
し
き
に

及
び
物
資
漸
く
缺
乏
を
告
げ
花
、
.而

も
濁
逸
軍
は
他
国

に
轄
験
し
、
國
内
に
聯
合
軍
を

一
歩
だ
に
入
れ
な
か
つ

岱夘
十

[二
血管

(
第

四
「號

}
山ハ
⊥
ハ
)

轟八
一
{ハ

た

の
で
あ

る
。

こ
れ
何

に
困

る
か
、
濁
逸

国
民
其

人
の

つ

カ

ヘ

ヤ

ヤ

ゐ

ヘ

へ

ぬ

力
で
あ

る
。
是

に
於
て
か
、
戦
争

の
第

一
條
件

は
人
、

マ

ゐ

ヘ

ヤ

ヤ

ヘ

レ

も

も

や

モ

あ

り

し

し

も

ロ

リ

も
　

も

第
こ
條
件
は
物
、
第
三
條
件
が
金
ε
な

つ
究
の
で
あ
る
。

.

然
る
に
、
米
国
の
参
戦

ε
止
ハ
に
、
濁
逸

は
遂
に
敗
れ

た
、
金

に
窮
し
.
貨
物
に
乏
し
き
猫
逸
は
、
第

一
條
件

た
る
人
の
力
、
特

に
人
口
状
態
の
険
悪
に
遂
に
倒

れ
だ

の
で
あ
る
、
壮
年
男
子
は
戦
場
に
死
し
、
園
内
騰

る
は

婦
女
子

ε
老
幼
あ
る
の
み
で
め
る
。
而
し
て
蟻
の
這

ひ

出
つ
る
隙
な
き
聯
合
国
の
封
鎖
は
、
彼
等
残
れ
る
者

の

ミ

へ

ら

も

頭
上
に
及

ん
だ
の
で
あ
る
、
死
亡
超
過

の
現
象
は
是
で

あ

っ
た
。
獅
逸

一
般
國
民
の
死
亡
超
渦
、
こ
れ
で
世
界

戦
争

の
幕

は
閉
じ
陀
、
戦
敗
國
に
は
問
も
無
く
革
命
が

し

ゅ

ヘ

ロ

ヤ

ミ

襲
ひ
、
不
慮
の
死
自
殺
が
.緬
出
し
て
来
た
、
失
業
、
佳

マ

コ

も

宅
難

に
不
安
の
影
が
さ
し
て
み
る
、
而
も
戦
後
婚
姻
敷

で

マ

ち

の
激
増
せ
る
事
は
、
實

に
皮
肉
で
は
な

い
か
、
伯
林
の

人
口
の
近
況
、
其
は
全
猫
趣

の
現
在
を
語

っ
て
み
る
。

以

上

=
碧
切
O
罎
註
N。

の
報
告

に
多

少

の
説

明
を
加

へ
た
。
戦
敗
國

の
首
府

の
滲

歌

は
、
.人
口

の
攣

動
を
示

す
統

計
数

字
の
上

に
も
滲

み
出

て
み
る
。

(
]
〇
九
∵
三
)

,

■


